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N13a KWFC銀河面変光天体探査 (KISOGP)–III
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銀河面領域は多くの星が集まる銀河系の骨格部分であるが、強い星間減光のために星の分布や性質などよく分
かっていないことが多い。2MASSや Spitzer衛星などの赤外線探査による様々な研究も進んでいるが、反復観測
を必要とする変光星の探査はいまだ不十分である。ミラなどの脈動変光星に対しては周期光度関係や恒星進化理
論にもとづく年齢や距離の推定ができるため、銀河系の構造や恒星種族を調べるために有効なトレーサである。
そこで、東京大学木曽観測所のシュミット望遠鏡と超広視野カメラKWFCを用いて、銀経 60–210度の広い範

囲 (KWFCで 80視野、合計約 320平方度) 対する変光天体探査を行っている。KWFC Intensive Survey of the
Galactic Plane (略称 KISOGP)と名付けた 2012年 4月からの約 2年半の間に行った各視野 30回以上の観測か
ら、すでに 700個以上の大きな振幅をもつ変光星を検出した。その多くはミラ型変光星であるが、星形成領域に
あるYSO変光天体も含まれている。データベースに格納した測光データからウェブ上でライトカーブを描くツー
ルを開発し、チーム内で公開し各種天体についての調査を開始しているところである。一方、検出した変光星の
分光追観測を国立天文台岡山天体物理観測所や兵庫県立大西はりま天文台で行っている。本講演では、これらの
初期成果について報告しながら、KISOGP探査で見つかる様々な変光天体のライトカーブについて議論を行う。


